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〈８月〉

２６日　仁木町議会視察来町、議会運営委員会

２９日　十勝町村議会議長研修会

３０日　全国市議会議長会基地協議会北海道部会定

　　　　期総会

〈９月〉

　２日　全員協議会、議会運営委員会

　５日　まちなか会議（商工会）

　６日　議会定例会（初日）、産業厚生常任委員会

　７日　広報広聴常任委員会広報部会、広報部会モ

　　　　ニター会議

　８日　合同作況調査

　９日　第３者審議会

１２日　定例会（一般質問）、議会運営委員会

１６日　議会運営委員会

２０日　決算審査特別委員会、ナイター議会

２１日　全員協議会

２７日　定例会（最終日）、産業厚生常任委員会、　

　　　　総務文教常任委員会

２８日　弟子屈町議会視察来町

２９日　産業厚生常任委員会まちなか会議（６次化

　　　　ワーキンググループ）

〈１０月〉

４日　広報広聴常任委員会広報部会、豊富町議会　

　　　視察来町

　６日　町村監査功労者及び監査委員全国研修

１１日　議会報告会

１２日　広報広聴常任委員会広報部会

１７日　瓜幕バイオガスプラント調査等特別委員　

　　　　会、議会運営委員会、産業厚生常任委員会

２０日　十勝町村議会議長会議員研修会

２４日　産業厚生常任委員会道外視察研修（～２７

　　　　日まで）

３１日　中札内議会交友会視察来町

　　　　総務文教常任委員会学校施設調査、教育委

　　　　員・小中高学校長との懇談会

〈１１月〉

　１日　産業厚生常任委員会、全員協議会、議会運

　　　　営委員会、喜茂別町議会視察来町

　８日　全員協議会、臨時議会

１０日　産業厚生常任委員会まちなか会議（道の駅・

　　　　観光協会）

１１日　広報広聴常任委員会広報部会

１４日　総務文教常任委員会道外視察研修（～１７

　　　　日まで）

１５日　十勝町村議会議長会懇談会

１６日　第５５回町村議会議長会全国大会

議　会　活　動

議会広報広聴常任委員会

広報部会

部会長　　狩野　正雄

副部会長　武藤　敦則

部会員　　加納　茂　　

部会員　　上嶋   和志

部会員　　山岸　宏　　

ミニ版
議会だより議会だよりしか

おい
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産
業
厚
生
常
任
委
員
会

創
造
的
復
興
へ
宮
城
県
南
三
陸
町

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け

　

復
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
南
三
陸
町
を
表
敬

　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、
他
町
村

の
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
学
び
、
知
識
の

習
得
と
実
践
に
向
け
た
事
例
を
研
修
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
10
月
24
日
か
ら
27
日

ま
で
宮
城
県
、
岩
手
県
で
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　

あ
わ
せ
ま
し
て
先
の
東
日
本
大
震
災
で

大
き
な
被
害
を
受
け
復
興
に
尽
力
さ
れ
、

鹿
追
町
よ
り
支
援
物
資
を
届
け
た
り
ハ
エ

の
駆
除
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
南
三

陸
町
を
10
月
24
日
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

海
岸
の
そ
ば
に
あ
っ
た
役
場
庁
舎
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
が
残
る
だ
け
に
な

南三陸町防災庁舎

遠藤副町長から被害、復興状況の説明を受けました。

議
員
コ
ラ
ム

控
え
室

控
え
室

　

鹿
追
町
議
会
は
、
十
勝
の
森
林
・
林
業
・
林
産
業

の
活
性
化
を
図
る
組
織
の
議
員
連
盟
協
議
会
に
加
入

し
て
い
ま
す
。今
年
こ
の
組
織
の
研
修
会
に
参
加
し
、

木
工
場
、木
造
住
宅
の
進
歩
に
眼
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
の
木
工
場
は
騒
音
防
止
、
暖
房
の
関
係
か
ら
密

閉
型
の
工
場
で
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
さ
れ
、
ほ
と

ん
ど
の
工
程
が
機
械
化
に
な
り
、
軽
作
業
と
ボ
タ
ン

操
作
・
ハ
ン
ド
ル
操
作
で
製
材
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

木
造
住
宅
の
２
×
４
パ
ネ
ル
工
法
に
よ
る
建
設
に

お
い
て
も
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
さ
れ
、
住
宅
建
設

の
大
工
さ
ん
の
仕
事
が
機
械
化
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

処
理
と
な
り
、
カ
ン
ナ
・
ノ
コ
・
ノ
ミ
を
使
わ
ず
床
・

壁
・
梁
な
ど
が
製
作
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
地
場
産
の

カ
ラ
マ
ツ
材
の
難
題
で
あ
り
ま
し
た
「
材
料
の
ネ
ジ

レ
」
は
乾
燥
技
術
で
克
服
が
で
き
、
カ
ラ
マ
ツ
材
の

住
宅
も
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

　

国
で
は
、
国
産
材
の
使
用
を
奨
励
し
て
お
り
、
今

後
林
業
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。



   

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

鹿
追
駐
屯
地
の
警
備
地
区
５
町（
士
幌
、

上
士
幌
、
鹿
追
、
新
得
、
清
水
）
と
鹿
追

地
区
自
衛
隊
協
力
会
連
合
会
の
主
催
に
よ

る
防
衛
講
話
が
10
月
３
日
町
民
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
陸
上
自
衛
隊
北
部
方
面
総
監

の
千
葉
徳
次
郎
陸
将
が
「
不
易
流
行
」
と

題
し
湾
岸
戦
争
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
、
同
時
多

発
テ
ロ
な
ど
過
去
の
情
勢
を
説
明
。
自
衛

隊
の
役
割
は
「
国
民
を
守
る
た
め
、
民

間
や
他
省
庁
で
は
出
来
な
い
事
を
行
う
の

が
自
衛
隊
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
千
葉

総
監
は
「
北
海
道
は
全
国
の
な
か
で
も
最

も
自
衛
隊
と
自
治
体
の
連
携
が
取
れ
て
お

り
、
地
域
が
隊
員
や
そ
の
家
族
を
支
え
て

く
れ
て
い
る
の
で
頑
張
れ
る
」
と
日
ご
ろ

の
協
力
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　

今
後
と
も
鹿
追
駐
屯
地
に
対
し
、
町
民

皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。 防

衛
講
話
「
不ふ

え
き
り
ゅ
う
こ
う

易
流
行
」

小
中
高
一
貫
教
育
、
全
国
に
向
け
発
信

　

９
月
16
日
、
鹿
追
小
・
中
・
高
等
学
校

を
会
場
に
「
ふ
る
さ
と
に
学
び
、
世
界
に

学
び
、
未
来
を
切
り
拓
く
児
童
・
生
徒
の

育
成
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
公
開
授
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

道
内
外
か
ら
関
係
者
約
３
百
数
十
名
が

参
加
、
本
町
の
教
育
理
念
で
あ
る
「
国
際

理
解
教
育
（
カ
ナ
ダ
学
）」、「
ふ
る
さ
と

教
育（
環
境
学
）」、「
在
り
方
生
き
方
教
育
」

を
三
つ
の
柱
と
し
て
、
学
校
・
地
域
・
行

政
・
議
会
が
一
体
と
な
り
取
り
組
ん
で
き

た
成
果
や
課
題
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

早
稲
田
大
学
の
安
彦
教
授
に
よ
る
講
演

や
、
宇
宙
飛
行
士
の
山
崎
直
子
さ
ん
の
ビ

デ
オ
レ
タ
ー
が
放
映
さ
れ
、両
氏
か
ら「
鹿

追
町
の
カ
ナ
ダ
学
や
地
球
学
の
取
り
組
み

を
応
援
し
た
い
」
と
い
う
心
強
い
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
一
貫
教
育
の
課
題
を
し
っ
か
り

と
明
ら
か
に
し
、
教
育
を
町
づ
く
り
の
大

き
な
柱
と
し
て
、
新
し
い
教
育
へ
の
進
展

に
総
務
文
教
常
任
委
員
会
と
し
て
も
研
さ

ん
を
重
ね
、
管
内
外
に
小
中
高
一
貫
教
育

の
利
点
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
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基
地
対
策
特
別
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

今年最後の、
傍聴の機会です。

12 月の定例会は 12 月 7日から 13 日間の日程で開催が予定されています。15

日午前 10 時から一般質問を予定しています。この機会に議会の傍聴に来てみ

ませんか。詳細は役場議会事務局まで。66-4039

12 月定例議会開催
12月 7日 10 時 00 分
鹿追町議会 3階本会議場

瓜幕小学校のカナダ学授業

り
、
テ
レ
ビ
等
で
何
度
も
放
映
さ
れ
て
い

る
防
災
庁
舎
も
み
な
さ
ん
ご
存
知
の
通
り

鉄
骨
の
柱
が
立
っ
て
い
る
だ
け
で
し
た
。

　

現
在
の
庁
舎
は
、
高
台
に
プ
レ
ハ
ブ
の

仮
庁
舎
が
設
置
さ
れ
全
国
各
地
の
自
治
体

か
ら
の
応
援
職
員
と
共
に
役
場
機
能
が
果

た
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

復
興
計
画
が
立
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
が

南
三
陸
町
だ
け
で
も
４
千
１
０
０
億
円
の

復
興
費
が
必
要
と
の
こ
と
で
し
た
。
今
後

は
、
津
波
の
被
害
の
恐
れ
の
あ
る
海
岸
近

く
に
は
居
住
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
高
台
に

居
住
地
を
設
置
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

対
応
し
て
い
た
だ
い
た
遠
藤
副
町
長
よ

り
鹿
追
町
、
町
民
の
皆
様
の
支
援
に
対
し

て
大
変
感
謝
し
て
い
る
と
言こ

と

づ
か
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

7 月に行われた鹿追町の防疫車によるハエの駆除作業

プレハブの南三陸町役場仮庁舎

【不易流行（ふえきりゅうこう）】

　松尾芭蕉が提唱した俳諧理念・哲

学の一つ。「不易」は永遠に変わら

ない、伝統や芸術の精神。「流行」

は新しみを求めて時代とともに変化

するもの。相反するようにみえる流

行と不易も、ともに風雅に根ざす根

源は実は同じであるとする考え。

陸上自衛隊北部方面総監（札幌）千葉徳次郎陸将


